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は
じ
め
に

乾
武
俊
（
一
九
二
一
～
二
〇
一
七
）
は
、
和
歌
山
市
出
身
の
詩
人
、
教
育
者
、
被
差
別
地
域

の
民
俗
文
化
研
究
者
で
、
仮
面
収
集
家
で
も
あ
り
、
最
晩
年
ま
で
精
力
的
に
思
索
と
著
述
に
取

り
組
ん
だ（
１
）。

そ
の
多
数
の
収
集
仮
面
に
つ
い
て
、
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
和
歌
山
県
立

博
物
館
へ
の
寄
贈
の
意
向
が
示
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
和
歌
山
県
立
博
物
館
で
は
平
成
二
五
年

一
二
月
七
日
か
ら
平
成
二
六
年
一
月
二
九
日
の
会
期
で
、
企
画
展
「
仮
面
の
諸
相
―
乾
武
俊
氏

の
収
集
資
料
か
ら
―
」
を
開
催
し
て
展
示
公
開
し
た
。
そ
の
際
に
作
成
し
た
図
録
に
掲
載
し
た

資
料
の
う
ち（
２
）、

現
代
作
の
二
面
（
弱
法
師
（
二
二
〇
）、
黒
い
翁
（
二
二
一
））
は
乾
氏
の
意
向

に
よ
り
除
き
、
別
の
二
面
を
追
加
し
た
二
二
三
面
に
つ
い
て
は
、
寄
贈
に
先
立
ち
「
乾
武
俊
氏

の
収
集
仮
面
に
つ
い
て
―
中
世
在
銘
資
料
の
紹
介
と
と
も
に
―
」（
以
下
前
稿
と
表
記
す
る
）

と
題
し
て
紹
介
し
た（
３
）。

そ
の
後
、
仮
面
以
外
の
収
集
資
料
に
つ
い
て
も
調
査
と
整
理
を
進
め
、
平
成
二
七
年

（
二
〇
一
五
）
一
二
月
に
仮
面
二
二
七
面
（
新
た
に
把
握
し
た
四
面
を
追
加
）、
諸
外
国
の
神
像

四
五
点
、
歴
史
資
料
三
五
件
（
一
五
二
点
）
に
つ
い
て
寄
贈
を
受
け
入
れ
た
（
館
蔵
品
番
号

一
〇
二
四
「
乾
武
俊
収
集
資
料
（
仮
面
・
神
像
・
歴
史
資
料
）」）。

平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
）
一
月
に
乾
氏
が
逝
去
さ
れ
、
遺
品
整
理
が
行
わ
れ
る
中
で
、
さ

ら
に
仮
面
一
二
面
、
神
像
三
点
が
住
居
内
か
ら
見
い
だ
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
も
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
一
括
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
遺
族
の
判
断
に
よ
り
、令
和
元
年（
二
〇
一
九
）九
月
、

追
加
寄
贈
さ
れ
た
（
館
蔵
品
番
号
一
一
〇
四
「
乾
武
俊
収
集
資
料　

補
遺
分
（
仮
面
・
神
像
）」）。

資
料
の
総
数
は
仮
面
二
三
九
面
、
神
像
四
八
点
、
歴
史
資
料
三
五
件
（
一
五
二
点
）
を
数
え
る

こ
と
と
な
っ
た
。

本
稿
で
は
、
前
稿
で
未
紹
介
の
仮
面
と
神
像
、
歴
史
資
料
に
つ
い
て
基
本
情
報
と
一
部
図
版

を
示
し
て
、
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
一　
仮
面
―
永
禄
一
〇
年
銘
笑
う
姥
面
の
紹
介
と
と
も
に
―

乾
武
俊
収
集
資
料
中
に
は
貴
重
な
在
銘
の
中
世
仮
面
が
五
面
含
ま
れ
て
い
る
。
前
稿
で
は
明

応
六
年
（
一
四
九
七
）
銘
鬼
神
（
墨
書
中
に
日
向
国
真
幸
院
馬
関
田
庄
〔
宮
崎
県
え
び
の
市
〕

の
地
名
あ
り
）、
享
禄
三
年
（
一
五
三
九
）
銘
若
い
女
（
鹿
児
島
県
曽
於
市
日
光
神
社
旧
蔵
）、

天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
銘
水
王
・
火
王
（
佐
賀
県
小
城
市
牛
尾
神
社
旧
蔵
）
を
紹
介
し
た
が
、

こ
こ
で
は
も
う
一
面
を
取
り
上
げ
た
い
。

面
長
一
九
・
一㎝
、
面
幅
一
四
・
一㎝
、
面
奥
八
・
七㎝
を
計
る
笑
う
姥
（
図
1
）
で
、
眼
窩

が
落
ち
窪
ん
で
眼
球
の
膨
ら
み
を
表
し
、
二
重
の
目
尻
は
長
く
切
れ
上
が
っ
て
見
開
き
も
大
き

い
。
瞳
は
四
角
に
切
る
。
頬
骨
が
出
て
口
周
り
が
痩
せ
こ
け
、
口
角
を
上
げ
開
口
し
て
笑
い
、

上
歯
を
出
し
て
歯
は
黒
く
染
め
る
。
顎
先
に
く
っ
き
り
と
刻
ん
だ
皺
は
肌
の
た
る
み
の
表
現
で

和
歌
山
県
立
博
物
館
所
蔵
乾
武
俊
収
集
資
料
に
つ
い
て

　
　
　― 

仮
面（
補
遺
）・
神
像
・
歴
史
資
料 

―

《
資
料
紹
介
》

大
河
内

智

之
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図 1 － 1　笑う姥
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（赤外線撮影画像）

（赤外線撮影画像） （赤外線撮影画像）

図 1 － 2　面裏
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あ
ろ
う
か
。

胡
粉
下
地
を
施
し
て
白
色
に
塗
り
、
目
の
周
辺
に
は
薄
く
朱
を
差
し
、
唇
は
赤
く
塗
る
。
毛

描
は
中
央
に
分
け
目
を
表
さ
ず
、
額
中
央
に
も
髪
束
が
あ
り
、
髪
際
に
は
細
か
く
乱
れ
る
毛
先

を
描
い
て
、
額
に
は
丸
眉
を
あ
ら
わ
す
。
素
地
の
層
が
経
年
の
使
用
に
よ
る
古
色
を
呈
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
状
の
彩
色
は
後
世
の
補
彩
と
わ
か
る
。
こ
の
後
補
彩
色
は
全
体
を
女
面
風
に

塗
り
上
げ
る
が
、
た
だ
し
造
形
の
み
か
ら
は
に
わ
か
に
性
別
を
決
め
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

本
面
を
入
手
し
た
乾
が
こ
れ
を
「
男
色
」
の
面
と
表
現
し
た
の
は
、
そ
の
表
情
の
捉
え
ど
こ
ろ

の
な
さ
に
由
来
し
よ
う（
４
）。

そ
れ
で
も
、
痩
せ
た
風
貌
の
中
に
も
輪
郭
の
丸
い
形
状
は
女
面
を
踏

襲
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
見
開
き
の
大
き
い
菱
形
の
眼
は
山
姥
に
似
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
本

面
も
姥
を
表
し
た
仮
面
と
み
て
お
き
た
い
。

面
裏
は
経
年
の
手
摺
れ
な
ど
で
黒
変
し
て
お
り
、
肉
眼
で
は
銘
記
は
見
え
な
い
が
、
赤
外
線

撮
影
に
よ
り
「
永
禄
十
年
／
正
月
吉
日
」
の
墨
書
が
確
認
さ
れ
る
。
定
形
化
や
形
式
化
の
み
ら

れ
な
い
自
由
な
造
形
は
中
世
的
要
素
が
濃
厚
で
あ
り
、
こ
の
永
禄
一
〇
年
（
一
五
六
七
）
を
制

作
時
期
と
み
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

大
き
く
笑
う
表
情
の
姥
面
は
、
中
尊
寺
老
女
面
、
東
京
国
立
博
物
館
山
姥
な
ど
特
殊
な
表
現

の
も
の
が
見
ら
れ
る
も
の
の
作
例
は
少
な
く
、
中
世
の
芸
能
で
用
い
ら
れ
る
仮
面
の
中
に
類
例

を
見
い
だ
し
に
く
い
。
そ
の
中
で
本
面
造
形
（
笑
う
痩
せ
た
老
人
）
に
近
い
も
の
と
し
て
、
栃

木
県
・
輪
王
寺
の
特
殊
な
神
事
に

用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
七
星

面
ほ
か
の
仮
面
群
の
う
ち
、
笑
う

男
面
（
図
2
）
を
挙
げ
て
お
き
た

い
。
茶
人
帽
の
よ
う
な
被
り
物
を

着
け
、
落
ち
窪
ん
だ
眼
窩
に
表
さ

れ
た
眼
は
強
く
笑
み
を
浮
か
べ
、

頬
骨
が
で
て
頬
は
痩
せ
こ
け
な
が

ら
も
大
笑
し
て
歯
を
顕
わ
に
す
る

も
の
で
、
表
情
の
印
象
に
は
似
た

と
こ
ろ
が
あ
る
。

輪
王
寺
の
神
事
面
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
、
田
邊
三
郎
助
氏
は
七
星
面
の
う
ち
貪
狼
星
面
が

寺
伝
に
お
い
て
天
文
一
四
年
（
一
五
四
五
）
に
寄
進
さ
れ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
仮
面
群
全

体
も
一
六
世
紀
半
ば
よ
り
以
前
の
作
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
、
慎
重
な
態
度
で
判
断
し
て
い

る（
５
）。
仮
面
の
制
作
年
代
を
作
風
か
ら
判
断
す
る
作
業
に
は
困
難
も
多
い
が
、
永
禄
一
〇
年
銘
の

笑
う
姥
面
の
存
在
は
、
こ
う
し
た
中
世
仮
面
の
制
作
時
期
を
考
え
る
際
の
、
一
つ
の
基
準
点
と

な
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
乾
氏
に
は
輪
王
寺
七
星
面
と
摩
多
羅
神
神
事
に
お
け
る
「
仮

面
劇
」、
そ
し
て
中
尊
寺
「
老
女
舞
」
ほ
か
を
読
み
解
く
考
察
が
あ
る
こ
と
を
付
記
す
る（
６
）。

本
面
を
含
む
前
稿
未
紹
介
の
一
五
面
に
つ
い
て
は
、
基
本
情
報
（
表
1
）
と
図
版
（
表
・
裏
）

を
稿
末
に
一
覧
と
し
て
提
示
す
る
。
資
料
番
号
は
、
前
稿
か
ら
の
通
番
（
二
二
四
～
二
三
九
）

と
す
る
。

　
二　
神
像
―
姥
神
坐
像
の
紹
介
と
と
も
に
―

乾
氏
が
収
集
し
た
仮
面
の
半
数
は
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
な
ど
の
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
興
味
関
心
は
そ
れ
ら
地
域
の
神
像
や
精
霊
像
な
ど
に
も
及
び
、
多
数
収
集
し
て
い
る
。

日
本
の
神
像
は
少
な
く
、
宇
賀
神
像
が
四
点
と
、
乾
が
「
姥
神
像
」
と
呼
ん
だ
彫
像
が
あ
る
の

み
で
あ
る
が
、
こ
の
姥
神
坐
像
（
図
3
）
に
つ
い
て
は
制
作
時
期
が
中
世
に
遡
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

像
高
三
六
・
七㎝
、
髪
際
高
三
三
・
五㎝
を
計
る（
７
）。
眼
窩
が
窪
み
、
眼
球
の
膨
ら
み
が
あ
ら
わ

さ
れ
、
眼
を
見
開
い
て
い
る
よ
う
に
も
、
う
つ
む
き
威
迫
す
る
よ
う
な
眼
差
し
に
も
見
え
る
。

頬
骨
が
出
て
、
頬
は
痩
せ
て
た
る
み
が
あ
り
、
口
腔
内
を
見
せ
る
ほ
ど
に
開
口
す
る
。
髪
は
長

く
背
面
に
垂
ら
す
。
衣
を
ま
と
っ
て
背
面
に
帯
を
あ
ら
わ
し
、
胸
と
腹
を
露
出
し
て
、
左
手
は

立
て
た
膝
の
上
に
置
い
て
、
右
手
は
掌
を
上
に
し
持
物
を
執
っ
て
坐
る
。
持
物
は
現
状
で
は
赤

い
板
状
の
も
の
で
あ
る
が
、
本
来
両
端
に
接
続
す
る
部
材
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
足
に

は
沓
を
履
い
て
い
る
。

頭
体
通
し
て
、
両
肩
か
ら
地
付
部
ま
で
を
含
み
檜
の
一
材
よ
り
木
取
り
し
、
立
て
膝
す
る
左

図 2　笑う男　輪王寺蔵
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図 3　姥神坐像
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図 3　姥神坐像
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脚
と
左
手
先
、
袖
先
部
を
別
材
製
と
す
る
。
鼻
先
、
顎
先
に
小
材
を
矧
ぎ
足
し
、
右
手
先
、
右

脚
お
よ
び
右
足
先
に
も
別
材
を
矧
ぎ
寄
せ
、
こ
の
う
ち
鼻
先
・
顎
先
・
右
手
先
・
右
足
先
は
後

補
部
材
と
な
る
。
像
表
面
は
胡
粉
下
地
を
施
し
、
彩
色
仕
上
と
す
る
。

そ
の
姿
の
特
徴
は
十
王
に
付
随
す
る
脱
衣
婆
像
と
概
ね
共
通
し
て
い
て
、
ま
た
立
山
信
仰
に

お
け
る
う
ば
尊
信
仰
の
像
と
も
類
似
し
、
そ
れ
ら
の
持
物
は
衣
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
で

沓
を
履
く
の
は
珍
し
く
、
本
像
に
特
有
の
表
現
と
い
え
る
。
尊
名
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い

が
、
姥
像
の
典
型
的
表
現
と
い
え
よ
う
。
風
貌
な
ど
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

細
部
の
造
形
に
拘
泥
し
な
い
お
お
ら
か
な
表
現
の
中
に
も
、
例
え
ば
側
面
観
で
の
背
筋
の
伸
び

た
姿
勢
な
ど
に
は
緊
張
感
あ
る
表
現
を
残
し
て
い
て
、
造
像
は
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
。

紀
年
銘
作
例
と
の
比
較
が
容
易
で
な
い
が
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
初
め
ご
ろ
、
一
六

～
一
七
世
紀
の
制
作
と
や
や
幅
を
も
っ
て
考
え
て
お
き
た
い
。

本
像
伝
来
に
つ
い
て
乾
氏
は
、「
こ
の
「
姥
神
像
」
は
、
も
と
高
見
乾
司
氏
の
蔵
で
あ
っ
た

が
、
縁
あ
っ
て
私
の
処
に
き
た
。
九
州
求
菩
提
山
系
の
密
教
寺
院
に
伝
わ
り
、「
姫
神
」
と
し

て
祀
ら
れ
て
い
た
と
い
う
」
と
述
べ
て
い
る（
８
）。

こ
の
点
に
つ
い
て
高
見
乾
司
氏
（
森
の
空
想

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
九
州
民
俗
仮
面
美
術
館
主
宰
）
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
豊
前
求
菩
提
山
の
修

験
系
の
家
か
ら
収
集
さ
れ
た
も
の
で
、
同
じ
家
か
ら
は
現
在
九
州
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
陵

王
面
（
木
製
彩
色
、
縦
三
一
・
五
㎝
、
横
二
四
・
五
㎝
、
厚
一
三
・
五
㎝
、
江
戸
時
代
、
収
蔵
品

番
号
Y
K
8
3
）が
収
集
さ
れ
て
い
る
と
の
情
報
を
得
た
。
さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
が
、

参
考
に
供
し
た
い（
９
）。

本
像
を
含
む
四
八
点
の
神
像
に
つ
い
て
、基
本
情
報
（
表
2
）
と
図
版
（
一
部
資
料
を
除
く
）

を
稿
末
仮
面
一
覧
に
続
け
て
提
示
す
る
。

　
三　
歴
史
資
料

　
　

1　

盆
踊
図

そ
の
他
の
絵
画
・
工
芸
品
・
古
文
書
・
刷
物
・
典
籍
類
を
、
便
宜
的
に
歴
史
資
料
と
し
て
括

り
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
乾
氏
が
研
究
テ
ー
マ
と
し
た
被
差
別
地
域
の
歴
史
と
民
俗
、

芸
能
、
風
俗
に
関
わ
る
も
の
が
多
く
、
乾
家
伝
来
資
料
も
一
部
含
む
。

こ
の
中
か
ら
、
乾
氏
に
よ
る
泉
州
地
域
の
盆
踊
り
研
究
に
関
連
し
て
収
集
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
盆
踊
図
（
図
4
）
を
紹
介
す
る
。
巻
子
装
で
、
紙
本
著
色
、
本
紙
の
縦
二
三
・
四㎝
、
全
長

三
七
一
・
四
㎝
を
計
る
。
多
様
な
盆
踊
（
風
流
踊
）
を
や
や
俯
瞰
し
た
視
点
か
ら
描
き
、
そ
の

内
容
を
示
す
詞
書
を
周
囲
に
記
す
も
の
で
、
採
録
さ
れ
る
踊
り
は
順
に
①
小
町
踊
、
②
唐
子
踊
、

③
奴
踊
、
④
唐
人
踊
、
⑤
か
け
踊
、
⑥
こ
き
り
こ
踊
、
⑦
木
曾
踊
、
⑧
住
吉
踊
、
⑨
伊
勢
踊
、

⑩
若
衆
踊
、
⑪
ほ
う
さ
い
踊
、
⑫
差
物
踊
の
一
二
種
で
あ
る
。

本
紙
に
金
箔
の
禾
を
散
ら
し
、
輪
に
な
っ
て
群
舞
す
る
人
物
を
そ
れ
ぞ
れ
の
踊
り
の
内
容
に

あ
わ
せ
て
描
き
分
け
て
い
る
。
本
図
と
各
踊
り
の
構
図
が
細
部
ま
で
近
似
す
る
資
料
と
し
て
、

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
「
お
ど
り
の
図
」、
奈
良
県
立
美
術
館
「
踊
尽
し
図
巻
」、
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
文
化
財
団
「
踊
尽
草
子
」
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
掲
載
す
る
踊
り
が
重
な
り
つ
つ
も
異
な
り
、

国
立
国
会
図
書
館
本
が
六
図
（
住
吉
踊
・
伊
勢
踊
・
か
け
踊
・
こ
き
り
こ
踊
・
小
町
踊
・
唐
子

踊
・
ほ
う
さ
い
踊
・
差
物
踊
）、
奈
良
県
立
美
術
館
本
が
九
図
（
木
曾
踊
・
住
吉
踊
・
伊
勢
踊
・

唐
子
踊
・
小
町
踊
・
若
衆
踊
・
唐
人
踊
・
か
け
踊
・
こ
き
り
こ
踊
）、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財

団
本
が
八
図
（
唐
子
踊
・
小
町
踊
・
住
吉
踊
・
こ
き
り
こ
踊
・
唐
人
踊
・
若
衆
踊
・
か
け
踊
・

差
物
踊
）を
示
し
、順
序
も
異
な
る
。先
行
研
究
に
よ
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
概
ね
元
禄
年
間（
一
六
八
八

～
一
七
〇
四
）
ご
ろ
の
制
作
と
み
な
さ
れ
、
京
都
に
お
け
る
江
戸
時
代
初
期
の
風
流
踊
の
流
れ

を
く
む
盆
踊
を
描
い
た
絵
画
資
料
と
い
う
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。

こ
れ
ま
で
把
握
さ
れ
て
い
た
資
料
か
ら
は
合
わ
せ
て
一
一
種
の
踊
り
が
確
認
で
き
る
が
、
本

資
料
は
そ
れ
ら
に
含
ま
れ
て
い
な
い
奴
踊
を
追
加
し
た
、
類
品
中
最
大
の
一
二
種
を
一
巻
に
掲

載
し
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
各
人
物
の
着
衣
や
風
体
な
ど
風
俗
表
現
は
江
戸
時
代
前
期
に

遡
る
も
の
と
い
え
る
一
方
で
、
着
衣
の
文
様
な
ど
細
部
ま
で
最
も
近
似
す
る
国
立
国
会
図
書
館

本
と
比
べ
る
と
筆
致
に
や
や
停
滞
も
見
ら
れ
る
。
各
資
料
間
で
図
様
や
詞
書
に
僅
か
な
が
ら
違

い
も
み
ら
れ
、
ま
た
踊
り
の
順
序
も
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
共
通
の
祖
本
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
を

写
し
た
と
は
い
え
な
い
よ
う
だ
が
、
転
写
の
あ
り
方
や
享
受
の
あ
り
方
な
ど
な
お
不
明
な
点
が

多
い
。
本
資
料
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
も
、
江
戸
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、
お
よ
そ
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図 4　盆踊図

①

②

③

④
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⑤

⑥

（部分）
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②唐子踊

①小町踊
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④唐人踊

③奴踊
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⑥こきりこ踊

⑤かけ踊
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⑧住吉踊

⑦木曾踊
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⑩若衆踊

⑨伊勢踊
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⑫差物踊

⑪ほうさい踊
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一
七
～
一
八
世
紀
の
制
作
と
、
幅
を
も
っ
て
考
え
て
お
き
た
い
。
伝
来
は
不
詳
で
あ
る）

（（
（

。
新
出

の
盆
踊
図
と
し
て
詞
書
と
と
も
に
各
図
を
示
し
て
情
報
の
共
有
化
を
図
り
た
い
。

①
小
町
踊
「
小
町
お
と
り
／
題
し
ら
す
／
色
み
え
て
／
う
つ
は
／
め
て
／
太
子
／
と
も
た
ち
／

人
の
／
む
す
め
／
の
／
花
に
そ
／
あ
り
け
り
」

②
唐
子
踊
「
か
ら
子
お
と
り
／
太
鼓
／
か
つ
こ
／
て
ん
〳
〵
か
ら
子
と
／
う
ち
お
さ
ま
り
し
／

お
ほ
ん
代
の
／
め
く
み
／
久
方
の
／
雲
井
／
□
る
か
に
／
吹
あ
く
る
／
笛
の
音
／
こ
と
に
／
お

も
し
ろ
く
お
と
り
し
／
す
か
た
見
事
さ
よ
／
心
も
さ
こ
そ
と
い
さ
む
ら
ん
」

③
奴
踊
「
や
つ
こ
お
と
り
／
い
ら
ぬ
／
屋
つ
こ
の
／
長
か
た
な
／
さ
し
て
／
見
る
へ
き
／
人
も

な
し
／
年
よ
り
／
わ
か
き
も
／
う
ち
ま
し
里
／
ぬ
り
笠
／
あ
ふ
き
に
／
か
ほ
か
く
し
／
う
き
世

／
わ
す
れ
て
／
を
と
里
け
り
」

④
唐
人
踊
「
と
う
志
ん
お
と
り
／
異
国
人
の
／
ひ
け
／
な
か
〳
〵
／
敷
／
小
歌
に
ハ
／
ち
ん
ふ

ん
／
か
ん
と
／
は
ね
つ
／
お
と
り
／
つ
ゝ
」

⑤
か
け
踊
「
か
け
お
と
り
／
君
に
／
扇
の
／
ほ
ね
／
お
り
て
／
ぬ
め
り
／
坊
主
の
／
ひ
よ
こ
〳

〵
と
／
さ
し
／
い
て
／
た
る
／
□
か
ら
／
か
さ
／
そ
ら
に
は
／
ふ
ら
〳
〵
／
に
ほ
ひ
／
布
く
ろ

を
か
け
お
と
り
／
た
い
こ
て
ん
て
れ
つ
く
〳
〵
と
／
な
ら
ひ
た
る
わ
か
し
ゆ
の
／
立
す
か
た
う

つ
て
／
は
や
す
つ
ゝ
み
の
ち
ゝ
〳
〵
／
ち
つ
た
ん
〳
〵
と
／
み
ま
く
ほ
し
」

⑥
こ
き
り
こ
踊
「
こ
き
り
こ
お
と
り
／
わ
か
衆
／
つ
ゝ
み
／
し
ん
ほ
ち
／
太
鼓
に
／
打
は
や
／

さ
れ
て
／
こ
き
り
こ
の
／
ふ
た
つ
の
／
竹
の
／
よ
ゝ
こ
と
に
／
出
て
な
く
さ
む
／
折
か
ら
ハ
な

る
も
／
な
ら
ぬ
も
さ
さ
ら
の
／
さ
ら
〳
〵
う
き
世
を
／
わ
た
る
花
〳
〵
」

⑦
木
曾
踊
「
き
そ
ん
お
と
里
／
き
そ
ん
／
十
七
と
ら
や
／
く
し
ま
い
る
／
屋
く
し
も
／
と
ら
て

候
と
／
ふ
え
太
こ
／
つ
ゝ
ミ
に
／
あ
し
て
／
そ
ろ
へ
て
／
ち
や
せ
ん
／
や
ゝ
こ
ろ
さ
と
／
う
き

に
う
い
て
／
お
も
し
ろ
い
／
の
ふ
」

⑧
住
吉
踊
「
す
ミ
よ
し
お
と
里
／
住
吉
の
／
き
し
の
／
姫
松
／
め
て
た
さ
よ
と
／
う
た
ひ
お
さ

ま
り
し
／
代
に
／
大
伴
家
持
／
す
へ
ら
き
の
／
御
代
／
さ
か
へ
ん
と
／
あ
つ
ま
な
る
／
み
ち
の

く
山
に
／
こ
金
花
さ
く
／
此
御
代
よ
り
／
よ
す
か
／
よ
か
る
へ
き
／
こ
れ
の
お
う
ら
に
／
い
と

ほ
れ
は
水
ハ
／
わ
か
い
て
か
ね
か
は
く
と
／
う
た
ひ
て
う
ち
は
に
て
／
ほ
う
し
と
り
ま
ふ
面
白

さ
」

⑨
伊
勢
踊
「
お
い
せ
お
と
り
／
中
こ
ろ
に
／
は
や
し
／
わ
た
り
し
／
い
せ
／
お
と
り
／
そ
め
／

わ
け
し
／
そ
の
／
ふ
り
そ
て
を
／
し
な
や
か
に
／
あ
し
に
／
こ
し
／
あ
ふ
き
／
と
り
そ
へ
て
／

そ
の
志
な
〳
〵
を
／
お
と
る
な
り
ふ
り
」

⑩
若
衆
踊
「
□
□
お
と
り
／
心
も
／
き
え
〳
〵
と
／
雪
の
／
ふ
り
袖
／
ち
ら
〳
〵
／
か
け
／
ま

て
／
き
よ
き
／
月
の
／
夜
に
／
ハ
／
花
の
／
か
ほ
／
は
せ
／
お
も
し
／
ろ
し
」

⑪
ほ
う
さ
い
踊
「
ほ
う
さ
い
お
と
り
／
ね
ん
ふ
つ
／
お
と
里
ハ
／
か
子
の
／
ほ
さ
つ
の
／
ま
ね

に
や
／
あ
ら
ん
／
志
ゆ
し
や
う
／
な
る
／
折
か
ら
に
／
見
物
の
／
中
よ
り
／
口
の
よ
き
人
／
出

て
／
此
う
ち
に
／
あ
ほ
う
さ
い
坊
の
／
い
ら
れ
候
や
ら
ん
／
太
こ
と
ん
か
ら
ね
ハ
／
ち
や
ん
か

ら
〳
〵
と
／
う
ち
わ
ら
い
し
お
か
し
き
」

⑫
指
物
踊
「
さ
し
物
お
と
り
／
大
男
の
／
あ
ら
し
ゆ
つ
／
な
や
と
／
か
ほ
う
ち
／
志
か
め
／
ち

か
ら
の
／
有
ほ
と
／
津
く
し
成
／
さ
し
物
／
お
と
り
／
思
ひ
／
心
ち
／
な
ん
／
し
／
け
り
」

　
　

2　

紀
伊
続
風
土
記
高
野
山
之
部
総
分
法
・
聖
方

歴
史
資
料
の
う
ち
、
も
う
一
件
を
紹
介
す
る
。『
紀
伊
続
風
土
記
』
高
野
山
之
部
総
分
法
・

聖
方
の
写
本
一
六
冊
で
あ
る
（
図
5
）。

『
紀
伊
続
風
土
記
』
は
紀
伊
藩
に
よ
っ
て
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
か
ら
編
纂
が
始
め
ら
れ
、

天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
に
完
成
し
た
地
誌
で
、
仁
井
田
好
古
・
本
居
内
遠
・
加
納
諸
平
な

ど
の
漢
学
者
・
国
学
者
が
編
纂
に
あ
た
っ
た
。
本
編
九
八
巻
（
提
綱
三
巻
、
総
論
ほ
か
一
巻
、

若
山
・
名
草
郡
・
海
部
郡
・
那
賀
郡
・
伊
都
郡
・
在
田
郡
・
日
高
郡
・
牟
婁
郡
の
地
誌
八
九
巻
、

物
産
五
巻
）
と
、
附
録
九
四
巻
（
古
文
書
一
五
巻
、
神
社
考
定
部
二
巻
・
高
野
山
七
七
巻
）
の

あ
わ
せ
て
一
九
二
巻
か
ら
な
る
。
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
和
歌
山
県
神
職
取
締
所
か
ら

翻
刻
・
公
刊
さ
れ
、
地
域
史
研
究
に
お
け
る
重
要
な
基
礎
資
料
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

高
野
山
に
つ
い
て
は
本
編
伊
都
郡
の
う
ち
巻
五
二
～
五
六
に
収
載
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
附
録

と
し
て
高
野
山
之
部
・
高
野
山
之
部
総
分
法
・
聖
方
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
大
枠
と
し
て
は
本

編
所
収
部
分
に
は
学
侶
方
の
子
院
、
高
野
山
之
部
総
分
法
に
は
行
人
方
子
院
、
聖
方
に
は
聖
方
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図 5　紀伊続風土記高野山之部総分法・聖方

（巻二所収「高野山今図」）

（巻一巻末奥書）
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子
院
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
他
の
情
報
も
重
な
り
合
い
つ
つ
編
纂
さ
れ
て
い
る
。

本
資
料
は
各
冊
縦
二
六
・
七
㎝
、
横
一
八
・
八
㎝
を
計
り
、
表
紙
・
裏
表
紙
は
褐
色
を
呈
し
、

表
紙
に
は
書
名
を
記
し
た
題
簽
を
貼
り
付
け
、
ま
た
「
和
歌
山
県
／
二
十
三
年
二
月
十
五
日
改

／
第　

号
」
と
記
す
朱
文
方
印
が
全
冊
に
、「
明
治
三
十
三
年　

月
再
調
」
と
記
す
朱
文
方
印

が
表
紙
あ
る
い
は
本
文
に
捺
さ
れ
る
。
奥
書
部
分
に
は
書
写
者
・
図
画
者
・
校
合
者
な
ど
の
名

が
記
さ
れ
て
い
る
。
各
冊
題
簽
と
奥
書
に
示
さ
れ
る
人
名
は
次
の
通
り
。

①
題
簽
「	

紀
伊
国
続
風
土
記　

高
野
山
部　

凡
例　

総
分
方
」

　

奥
書	

撰
述 

本
王
院
普
明
・
龍
生
員
寛
洞
・
成
蓮
員
意
皎

	

訂
正 

金
光
院
真
尊
・
長
福
院
真
応

	

書
写 

原
卯
吉　

校
合 

盬
谷
平
次
郎
・
神
野
聡
一
郎

②
題
簽
「	

紀
伊
国
続
風
土
記　

高
野
山
部　

総
論　

総
分
方　

二
」

　

奥
書	

書
写 

亀
井
進　

図
画 

笹
川
遊
原
・
野
際
蔡
春　

校
合 

盬
谷
平
次
郎
・
原
卯
吉

③
題
簽
「	

紀
伊
国
続
風
土
記　

高
野
山
部　

弘
法
大
師
伝　

三
」

　

奥
書	

書
写 

原
卯
吉　

校
合 

亀
井
進
・
栗
本
準
吉

④
題
簽
「	

紀
伊
国
続
風
土
記　

高
野
山
部　

奥
院　

総
分
方　

四
」

　

奥
書	

書
写 

盬
谷
平
次
郎　

校
合 

神
野
聡
一
郎
・
亀
井
進

⑤
題
簽
「	

紀
伊
国
続
風
土
記　

高
野
山
部　

幸
臨　

総
分
方　

五
」

　

奥
書	

書
写 

栗
本
準
吉　

校
合 

神
野
聡
一
郎
・
原
卯
吉

⑥
題
簽
「	

紀
伊
国
続
風
土
記　

高
野
山
部　

巡
寺
八
幡　

総
分
方　

六
」

　

奥
書	

書
写 

盬
谷
平
次
郎　

校
合 

栗
本
準
吉
・
原
卯
吉

⑦
題
簽
「	

紀
伊
国
続
風
土
記　

高
野
山
部　

本
中
院
谷　

総
分
方　

七
」

　

奥
書	

書
写 

栗
本
準
吉　

校
合 

亀
井
進
・
藤
並
善
助

⑧
題
簽
「	

紀
伊
国
続
風
土
記　

高
野
山
部　

古
文
書　

総
分
方　

八
」

　

奥
書	

書
写 

亀
井
進　

校
合 

神
野
聡
一
郎
・
藤
並
善
助

⑨
題
簽
「	

紀
伊
国
続
風
土
記　

高
野
山
部　

蓮
花
谷　

総
分
方　

九
」

　

奥
書	

書
写 

盬
谷
平
次
郎　

校
合 

神
野
聡
一
郎
・
亀
井
進

⑩
題
簽
「	

紀
伊
国
続
風
土
記　

高
野
山
部　

小
田
原
谷　

総
分
方　

十
」

　

奥
書	

書
写 

盬
谷
平
次
郎　

校
合 

栗
本
準
吉
・
藤
並
善
助

⑪
題
簽
「	

紀
伊
国
続
風
土
記　

高
野
山
部　

千
手
院
谷　

総
分
方　

十
一
」

　

奥
書	

書
写 

原
卯
吉　

校
合 

盬
谷
平
次
郎
・
栗
本
準
吉

⑫
題
簽
「	

紀
伊
国
続
風
土
記　

高
野
山
部　

南
谷　

総
分
方　

十
二
」

　

奥
書	

書
写 

栗
本
準
吉　

校
合 

盬
谷
平
次
郎
・
原
卯
吉

⑬
題
簽
「	

紀
伊
国
続
風
土
記　

高
野
山
部　

西
院
谷　

総
分
方　

十
三
」

　

奥
書	

書
写 

亀
井
進　

校
合 

栗
本
準
吉
・
原
卯
吉

⑭
題
簽
「	

紀
伊
国
続
風
土
記　

高
野
山
部　

天
野
神
社　

総
分
方　

十
四
」

　

奥
書	

書
写 

栗
本
準
吉　

校
合 

神
野
聡
一
郎
・
亀
井
進

⑮
題
簽
「	

紀
伊
国
続
風
土
記　

高
野
山
部
拾
遺　

座
主　

総
分
方　

十
五
」

　

奥
書	

書
写 

神
野
聡
一
郎　

図
画 

笹
川
遊
原
・
野
際
蔡
春　

校
合 

亀
井
進
・
栗
本
準
吉

⑯
題
簽
「	 

高
野
山
部
総
文
方
ノ
内
ト
ミ
エ
／
何
レ
ノ
巻
ニ
ヤ
不
分
」（
朱
字
）「
清
臣
按
序
同
ニ

処
考
フ
ル
ニ
此
巻
五
十
四
ノ
巻
ニ
テ
巻
首
欠
タ
ル
ニ
ア
ラ
ン
カ
、
然
レ
ハ
伊
都
郡
第

十
三
高
野
山
三
ノ
壱
ナ
リ
、
ス
ベ
テ
全
部
一
見
ノ
上
ナ
ラ
テ
ハ
定
□
□
シ
」

奥
書	

書
写 

栗
本
準
吉　

校
合 

神
野
聡
一
郎
・
藤
原
善
助

こ
れ
に
よ
り
、
①
～
⑮
は
『
紀
伊
続
風
土
記
』
高
野
山
之
部
総
分
法
二
一
巻
の
う
ち
巻
一
か

ら
巻
一
五
ま
で
に
相
当
す
る
こ
と
が
分
か
り
、
巻
一
六
～
巻
二
一
は
欠
本
と
な
る
。
⑯
は
題
簽

で
は
不
明
と
し
て
い
る
が
、
内
容
を
確
認
す
る
と
聖
方
一
巻
の
全
冊
に
相
当
す
る
。

本
資
料
と
表
紙
や
本
文
の
体
裁
と
書
写
・
校
合
者
が
一
致
す
る
『
紀
伊
続
風
土
記
』
が
和
歌

山
県
立
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
九
二
巻
中
の
一
五
七
巻
分
に
あ
た
り
、
附
録
分
の
う

ち
高
野
山
之
部
総
分
法
・
聖
方
分
に
つ
い
て
は
全
て
欠
本
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
が
本
来
一
具

で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
と
い
え
る
。
表
紙
に
捺
さ
れ
た
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）、
同
三
三

年
（
一
九
〇
〇
）
調
査
時
の
朱
印
も
同
様
の
も
の
で
、
分
か
れ
た
の
は
明
治
三
三
年
以
降
と
な

る
が
、
そ
の
事
情
や
詳
し
い
伝
来
は
現
時
点
で
は
定
か
で
な
い）

（1
（

。

な
お
こ
の
一
群
に
つ
い
て
は
、
書
写
の
丁
寧
さ
な
ど
か
ら
『
紀
伊
続
風
土
記
』
の
藩
へ
の
献
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上
本
、
あ
る
い
は
副
本
で
、
の
ち
和
歌
山
県
に
引
き
継
が
れ
た
資
料
の
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た

同
資
料
が
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
公
刊
さ
れ
る
際
の
底
本
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
（
明
治

期
の
二
度
の
調
査
は
あ
る
い
は
こ
の
公
刊
に
関
わ
る
か
）、
今
後
の
『
紀
伊
続
風
土
記
』
研
究

の
上
で
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
と
い
え
る
。

本
章
で
紹
介
し
た
二
件
の
資
料
を
含
む
三
五
件
の
歴
史
資
料
に
つ
い
て
、基
本
情
報
（
表
3
）

と
一
部
資
料
の
図
版
を
稿
末
仮
面
一
覧
・
神
像
一
覧
に
続
け
て
提
示
す
る
。

　
お
わ
り
に

以
上
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
所
蔵
の
乾
武
俊
収
集
資
料
に
つ
い
て
、
前
稿
と
あ
わ
せ
、
そ
の

全
容
を
報
告
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
末
期
に
和
歌
山
県
で
教
壇
に
立
っ
て
以
後
、
虐
げ
ら

れ
た
側
の
人
々
に
心
を
寄
り
添
わ
せ
、
独
自
の
詩
的
な
民
衆
論
、
芸
能
論
を
「
か
た
り
」
続
け

た
乾
武
俊
の
収
集
資
料
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
思
想
形
成
の
源
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た）

（1
（

。
日
本
と

世
界
の
人
々
の
、
信
仰
と
芸
能
の
歴
史
や
記
憶
の
痕
跡
が
、
断
片
と
な
り
つ
つ
紡
が
れ
た
特
色

あ
る
資
料
群
で
あ
り
、
今
後
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

（
注
）

（
1
）�

乾
武
俊
の
著
作
・
監
修
・
編
著
書
を
列
記
す
る
。
詩
集
『
面
』（
東
門
書
房
、
一
九
五
二
）、
詩
集
『
鉄
橋
』（
日

本
未
来
派
発
行
所
、
一
九
五
五
）、『
詩
と
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ィ
』（
思
潮
社
、
一
九
六
二
）、『
民
話
教
材
と
同

和
教
育
』（
明
治
図
書
、
一
九
七
二
）、『
伝
承
文
化
と
同
和
教
育
―
む
こ
う
に
見
え
る
は
親
の
家
』（
明
石
書

店
、
一
九
八
八
）、『
泉
大
津
の
伝
承
文
化
』（
泉
大
津
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
九
）、『
お
正
月
の
行
事
と
芸

能
―
民
衆
の
こ
こ
ろ
を
さ
ぐ
る
』（
大
阪
府
企
画
調
整
部
同
和
対
策
室
、
一
九
九
二
）、『
泉
州
地
域
の
盆
踊
り

―
民
衆
の
こ
こ
ろ
を
さ
ぐ
る
』（
大
阪
府
企
画
調
整
部
同
和
対
策
室
、
一
九
九
二
）、『
都
市
の
祭
り
・
ム
ラ
の

祭
り
―
民
衆
の
こ
こ
ろ
を
さ
ぐ
る
』（
大
阪
府
企
画
調
整
部
同
和
対
策
室
、
一
九
九
四
）、『
子
守
り
歌
・
守
り

子
歌
―
民
衆
の
こ
こ
ろ
を
さ
ぐ
る
』（
大
阪
府
企
画
調
整
部
同
和
対
策
室
、
一
九
九
五
）、『
民
俗
文
化
の
深
層

―
被
差
別
部
落
の
伝
承
を
訪
ね
て
』（
解
放
出
版
社
、
一
九
九
五
）、『
被
差
別
部
落
の
民
俗
伝
承
［
大
阪
］
古

老
か
ら
の
聞
き
と
り
』（
解
放
出
版
社
、
一
九
九
五
）、『
し
ご
と
の
歌
・
愛
の
歌
―
民
衆
の
こ
こ
ろ
を
さ
ぐ
る
』

（
大
阪
府
企
画
調
整
部
同
和
対
策
室
、
一
九
九
六
）、『
黒
い
翁
―
民
間
仮
面
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
―
』（
解
放
出
版

社
、
一
九
九
九
）、『
逵
田
良
善
日
記
』（
解
放
出
版
社
、
二
〇
〇
一
）、
大
阪
人
権
博
物
館
『
神
・
鬼
・
道
化
―

乾
武
俊
が
み
た
仮
面
世
界
―
』、二
〇
〇
一
）、『
自
選�

乾
武
俊
著
作
集
第
1
巻　
「
く
ど
き
の
系
譜
」
序
説
』（
私

家
版
、
二
〇
〇
三
）、『
自
選�

乾
武
俊
著
作
集
第
2
巻　

被
差
別
民
衆
の
伝
承
文
化
』（
私
家
版
、
二
〇
〇
四
）、

『
自
選�

乾
武
俊
著
作
集
第
3
巻　
「
仮
面
」
と
「
舞
台
」』（
私
家
版
、
二
〇
〇
七
）、『
自
選�

乾
武
俊
著
作
集
別

冊　

被
差
別
部
落
の
民
俗
伝
承
』（
私
家
版
、
二
〇
〇
八
）、『
能
面
以
前
―
そ
の
基
層
へ
の
往
還
―
』（
私
家
版
、

二
〇
一
二
）『『
能
面
以
前
』、
補
遺　

黒
い
媼
』（
私
家
版
、
二
〇
一
三
）。
な
お
、
乾
の
著
作
を
選
集
し
た
山

本
ひ
ろ
子
・
宮
嶋
隆
輔
編
『
民
俗
と
仮
面
の
深
層
へ
―
乾
武
俊
選
集
―
』（
国
書
刊
行
会
、二
〇
一
五
）
が
あ
る
。

（
2
）�

和
歌
山
県
立
博
物
館
編
『
仮
面
の
諸
相
―
乾
武
俊
氏
の
収
集
資
料
か
ら
―
』（
和
歌
山
県
立
博
物
館
友
の
会
、

二
〇
一
三
）

（
3
）�

大
河
内
智
之
「
乾
武
俊
氏
の
収
集
仮
面
に
つ
い
て
―
中
世
在
銘
資
料
の
紹
介
と
と
も
に
―
」（『
和
歌
山
県
立
博

物
館
研
究
紀
要
』
二
〇
、二
〇
一
四
）

（
4
）�

乾
武
俊
『
能
面
以
前
―
そ
の
基
層
へ
の
往
還
―
』（
注
（
1
）
前
掲
書
、
一
八
六
頁
）。
な
お
、
同
書
（
同
頁
）

に
は
「
オ
ク
シ
ョ
ン
の
『
図
録
』
に
は
「
女
面
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
」
と
あ
る
の
で
、
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
カ
タ
ロ
グ
に
よ
り
入
手
し
た
と
み
ら
れ
る
。
該
当
す
る
カ
タ
ロ
グ
に
つ
い
て
現
時
点
で
は
不
明
。

（
5
）�

田
邊
三
郎
助
「
日
光
輪
王
寺
の
仮
面
」（
町
田
市
立
博
物
館
編
『
日
光
山
輪
王
寺
の
仮
面
』
町
田
市
立
博
物
館
、

一
九
九
二
、
同
『
論
集�

日
本
の
仮
面　

上
巻
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
九
）
所
収
）

（
6
）
乾
武
俊
『
能
面
以
前
―
そ
の
基
層
へ
の
往
還
―
』（
注
（
1
）
前
掲
書
、
二
〇
九
～
二
三
三
頁
）

（
7
）�

そ
の
他
の
法
量
は
次
の
通
り
（
単
位
㎝
）。
頂
―
顎
一
二
・
八
、
面
長
一
〇
・
一
、
面
幅
八
・
七
、
耳
張
一
〇
・
二
、

面
奥
一
二
・
八
、
片
幅
二
二
・
四
、
肘
張
二
七
・
三
、
胸
厚
（
右
）
八
・
三
、
胸
厚
（
左
）
八
・
五
、
腹
厚

一
〇
・
〇
、
膝
張
二
六
・
五
、
坐
奥
一
八
・
二
。

（
8
）
乾
武
俊
『
能
面
以
前
―
そ
の
基
層
へ
の
往
還
―
』（
注
（
1
）
前
掲
書
、
一
三
二
～
一
三
三
頁
）

（
9
）�
な
お
求
菩
提
山
の
中
核
を
な
し
た
国
玉
神
社
（
旧
護
国
寺
）
や
そ
の
末
寺
な
ど
の
伝
来
資
料
中
に
は
古
代
～
中

世
の
仏
像
・
神
像
が
多
数
含
ま
れ
る
が
、
末
寺
の
う
ち
如
法
寺
（
福
岡
県
豊
前
市
）
の
金
剛
力
士
像
は
平
安
時

代
後
期
の
作
例
で
、
足
首
か
ら
下
は
後
補
材
で
あ
る
も
の
の
、
両
像
と
も
に
沓
を
履
く
と
い
う
珍
し
い
姿
を
見

せ
る
（
重
松
敏
美
『
豊
州
求
菩
提
山
修
験
文
化
攷
』（
豊
前
市
教
育
委
員
会
、
一
九
六
九
））。
沓
を
履
く
姥
像

と
の
関
連
点
と
し
て
参
考
に
記
し
て
お
き
た
い
。

（
10
）�

佐
々
木
聖
佳
「
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
お
ど
り
の
図
』
―
江
戸
初
期
盆
踊
の
絵
画
資
料
―
」（『
芸
能
史
研
究
』
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一
〇
六
、一
九
八
九
）、関
口
静
雄
「
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
蔵
「
踊
尽
草
子
」
を
め
ぐ
り
て
」（『
水
茎
』
八
、

一
九
九
〇
）、
佐
々
木
聖
佳
「『
お
ど
り
の
図
』
所
載
歌
謡
考
―
近
世
初
期
に
お
け
る
風
流
踊
歌
―
」（『
日
本
歌

謡
研
究
』
三
〇
、一
九
九
〇
）

（
11
）�

佐
々
木
聖
佳
「『
お
ど
り
の
図
』
所
載
歌
謡
考
―
近
世
初
期
に
お
け
る
風
流
踊
歌
―
」（
注
（
10
）
前
掲
）
の
注

（
5
）
に
「『
思
文
閣
墨
蹟
資
料
目
録
』
1
6
6
号
に
別
の
一
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
一
本

に
つ
い
て
は
、
図
版
や
付
帯
情
報
か
ら
、
本
資
料
に
あ
た
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
（『
思
文
閣
墨
蹟
資
料
目
録
』

一
六
六
、
思
文
閣
・
思
文
閣
美
術
、
一
九
八
六
）。
な
お
同
目
録
の
解
説
に
は
「「
小
町
お
と
り
」
を
は
じ
め
「
さ

し
物
お
と
り
」
ま
で
十
三
種
の
盆
踊
り
の
様
を
唄
を
加
え
て
描
出
し
て
い
る
」
と
し
、
本
資
料
箱
内
に
納
め
ら

れ
る
付
属
便
箋
に
も
同
じ
内
容
が
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
本
稿
で
示
し
た
と
お
り
一
二
種
の
誤
り
で
あ
る
。

（
12
）�

本
資
料
の
入
手
に
つ
い
て
、
乾
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
で
は
（
平
成
二
五
年
五
月
一
九
日
）、
高
野
山
周
辺
地
域

の
調
査
に
訪
れ
た
際
、
高
野
町
花
坂
地
区
の
食
堂
で
、
書
籍
等
を
販
売
し
て
い
る
一
角
の
付
近
に
積
み
上
げ
ら

れ
て
い
た
の
を
所
望
し
て
譲
り
受
け
た
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
参
考
に
提
示
す
る
。

（
13
）�

乾
武
俊
の
思
想
と
業
績
へ
の
評
価
と
し
て
は
、
友
常
勉
「
乾
武
俊
『
能
面
以
前　

そ
の
基
層
へ
の
往
還
』（
私

家
版
、
二
〇
一
二
年
）
―
仮
面
・
芸
能
・
被
差
別
民
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2
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博
物
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光
山
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寺
の
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町
田
市
立
博
物
館
、
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九
九
二
）
か
ら
転
載
し
た
。

番号 名　　称 制　作　地 制作時期 寸法（面長×面幅×面奥） 面裏情報・特記事項
224 鬼神 日本 近代 25.4 × 17.9 × 11.5 墨書銘「□□□鬼」、焼印「□□□□」
225 皇孫尊 日本 近世 21.9 × 14.5 × 6.8 墨書銘「御勢宮／皇孫尊」
226 伊弉冉尊 日本 近世 20.8 × 14.3 × 6.2 墨書銘「奉納／御勢宮／伊弉冉尊

227 笑う姥 日本 永禄 10年
（1567） 19.1 × 14.1 × 8.7 墨書銘「永禄十年／正月吉日」

228 鬼神 日本 近代 38.8 × 26.7 × 13.4
229 鬼神 日本 近世～近代 20.5 × 15.5 × 9.4
230 鬼神 日本 近世～近代 20.2 × 15.7 × 9.7
231 鬼神 日本 近代 21.6 × 15.8 × 8.5 焼印「沼田」「芦舟」
232 般若 日本 近代 19.3 × 14.2 × 8.8 焼印「沼田」「芦舟」「□」
233 狸 アジアか 不明 19.5 × 14.3 × 9.9
234 翁 日本 近代 19.6 × 14.7 × 6.3
235 鬼神 日本 近世 19.7 × 14.0 × 5.7
236 男 アジアか 不明 17.4 × 14.0 × 4.9

237 鬼神 日本・佐渡 昭和 52年
（1977） 20.5 × 15.2 × 7.3 墨書銘「浜中の豆撒き／佐渡相川／□□

□□作／昭和五十二年」
238 小面 日本 現代 22.3 × 13.2 × 7.1
239 獅子頭舌部 日本 不明 長 18.2 ×幅 9.5

表 1　仮面一覧
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224　鬼神

226　伊弉冉尊

228　鬼神

230　鬼神

（224 面裏）

（226 面裏）

（228 面裏）

（230 面裏）

225　皇孫尊

227　笑う姥

229　鬼神

231　鬼神

（225 面裏）

（227 面裏）

（229 面裏）

（231 面裏）
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232　般若

234　翁

236　男

238　小面

（232 面裏）

（234 面裏）

（236 面裏）

（238 面裏）

233　狸

235　鬼神

237　鬼神

239　獅子頭舌部

（233 面裏）

（235 面裏）

（237 面裏）
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番号 名　　称 材料 制作時期 法量（像高） 制作地・特記事項
1 神像（その１） 木製 不明 22.0㎝ 不明
2 宇賀神像（その１） 木製 江戸時代 28.4㎝ 日本
3 宇賀神像（その２） 木製 不明 19.8㎝ 日本
4 神像（その２） 木製 不明 19.1㎝ インドネシア　スマトラ・メンダウィ
5 宇賀神像（その３） 木製 江戸時代 9.7㎝ 日本
6 姥神坐像 木製 室町～江戸時代 36.7㎝ 日本　伝・求菩提山伝来
7 神像（その３） 石製 不明 20.8㎝ インドネシア　バタック
8 神像（その４） 石製 不明 19.5㎝ インドネシア　バタック
9 石片 石製 ― 4.7㎝ ―
10 宇賀神像（その４） 木製 近世～近代 4.1㎝ 日本
11 神像（その５） 木製 不明 53.5㎝ インドネシア　カリマンタン・ダヤク族
12 神像（その６） 木製 不明 64.8㎝ 不明
13 神像（その７） 木製 不明 9.4㎝ 不明
14 神像（その８） 木製 不明 10.2㎝ 不明
15 神像（その９） 木製 不明 28.0㎝ パプアニューギニア
16 神像（その 10） 木製 不明 66.5㎝ 不明
17 神像（その 11） 木製 不明 53.5㎝ 不明
18 神像（その 12） 木製 不明 22.0㎝ インドネシア　バタック
19 神像（その 13） 木製 不明 21.0㎝ インドネシア　バタック
20 神像（その 14） 木製 不明 26.1㎝ インドネシア　バタック
21 神像（その 15） 木製 不明 25.0㎝ インドネシア　カリマンタン・ダヤク族
22 神像（その 16） 木製 不明 28.0㎝ インドネシア
23 神像（その 17） 木製 不明 23.0㎝ インドネシア
24 神像（その 18） 木・鉄 不明 30.2㎝ ザイール・コンゴ族
25 神像（その 19） 木製 不明 53.2㎝ コートジボワール・バウレ族
26 神像（その 20） 銅製 不明 12.0㎝ 不明
27 神像（その 21） 木製 不明 33.0㎝ インドネシア　チモール
28 神像（その 22） 木製 不明 20.7㎝ 不明
29 神像（その 23） 銅製 不明 14.5㎝ スラウェシ・トラジャー族
30 神像（その 24） 木製 不明 40.0㎝ アシャンティ
31 神像（その 25） 木製 不明 38.0㎝ スラウェシ・トラジャー族
32 神像（その 26） 土製 不明 13.0㎝ インドネシア　東ジャワ
33 神像（その 27） 木製 不明 19.0㎝ インドネシア　カリマンタン・ダヤク族
34 神像（その 28） 木製 不明 10.0㎝ インドネシア　カリマンタン・ダヤク族
35 神像（その 29） 木製 不明 39.0㎝ インドネシア　ニアス島・バタック島
36 神像（その 30） 銅製 不明 41.0㎝ インドネシア　カリマンタン
37 神像（その 31） 銅製 不明 36.0㎝ インドネシア　カリマンタン
38 神像型容器 木製 不明 24.0㎝ インドネシア
39 神像（その 32） 木製 不明 38.0㎝ インドネシア　カリマンタン・ダヤク族
40 神像（その 33） 銅製 不明 13.0㎝ インドネシア
41 神像（その 34） 銅製 不明 13.0㎝ インドネシア
42 神像（その 35） 木製 不明 26.0㎝ インドネシア　バタック島
43 神像（その 36） 木製 不明 51.0㎝ インドネシア　カリマンタン・ダヤク族？
44 神像（その 37） 木製 不明 46.0㎝ インドネシア　レンバタ島
45 神像（その 38） 木製 不明 56.0㎝ インドネシア　ニアス島
46 神像（その 39） 木製 不明 76.3㎝ 不明
47 神像（その 40） 木製 不明 61.2㎝ 不明
48 楯形祭具 木製 不明 100.5㎝ ニューギニア・マスマット族

表 2　神像一覧



74

3　宇賀神像（その 2）

6　姥神坐像

10　宇賀神像（その 4）

2　宇賀神像（その 1）

5　宇賀神像（その 3）

8　神像（その 4）

1　神像（その 1）

4　神像（その 2）

7　神像（その 3）
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13　神像（その 7）

16　神像（その 10）

20　神像（その 14）

12　神像（その 6）

15　神像（その 9）

19　神像（その 13）

11　神像（その 5）

14　神像（その 8）

17　神像（その 11）
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23　神像（その 17）

26　神像（その 20）

29　神像（その 23）

22　神像（その 16）

25　神像（その 19）

28　神像（その 22）

21　神像（その 15）

24　神像（その 18）

27　神像（その 21）
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32　神像（その 26）

35　神像（その 29）

39　神像（その 32）

31　神像（その 25）

34　神像（その 28）

37　神像（その 31）

30　神像（その 24）

33　神像（その 27）

36　神像（その 30）
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42　神像（その 35）

45　神像（その 38）

48　楯形祭具

41　神像（その 34）

44　神像（その 37）

47　神像（その 40）

40　神像（その 33）

43　神像（その 36）

46　神像（その 39）
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番号 名　　称 員数 制作時期 寸　法 特記事項
1 恵比須大黒図絵馬 1幀 江戸時代 47.8㎝× 75.2㎝
2 田楽図 1幀 江戸時代 43.3㎝× 31.0㎝
3 盆踊図 1巻 江戸時代 23.4㎝× 371.4㎝
4 住吉踊図 1紙 江戸時代 30.5㎝× 20.4㎝
5 住吉神社御田植神事行列之図 1紙 近代 25.7㎝× 37.2㎝
6 西宮太神宮恵比須大黒図 1紙 江戸時代 34.8㎝× 25.0㎝
7 青岸渡寺牛図 1紙 江戸時代 16.6㎝× 24.3㎝
8 紀州湯峰温泉図 1紙 江戸時代 24.5㎝× 33.2㎝
9 熊野本宮湯峰薬王山 1紙 江戸時代 24.5㎝× 33.0㎝
10 天音山道成寺来由 1紙 江戸時代 24.8㎝× 36.5㎝
11 石造獅子頭部 1点 不明 高 18.1㎝
12 鬼面瓦 1点 近世～近代 高 23.3㎝
13 懸仏断片 1面 中世～近世 径 23.0㎝
14 イカット 1点 不明 157.0㎝× 23.0㎝ インドネシア・ティンガナン村
15 刀　銘兼行 1口 江戸時代 全長 47.6㎝ 乾家伝来資料
16 懐刀　銘昌房 1口 江戸時代 全長 36.7㎝ 乾家伝来資料
17 芭蕉布着物 2領 近代～現代 丈 121.0㎝・118.5㎝ 沖縄産
18 黒楽茶碗　銘道成寺 1口 江戸時代 口径 9.8㎝　高 9.8㎝
19 沖縄地方陶器 8口 現代 ―

20 紀伊続風土記高野山之部総分法・
聖方 16冊 江戸時代 26.7㎝× 18.8㎝

21 西国巡礼歌要解 1冊 江戸時代 25.5㎝× 18.3㎝
22 泉州信太白狐伝 4冊 江戸時代 25.9㎝× 17.7㎝
23 地蔵菩薩霊験記巻二 1冊 江戸時代 26.7㎝× 18.9㎝
24 越前吉崎西念寺嫁威肉附之面由来 1冊 江戸時代 24.3㎝× 16.1㎝
25 安政二年送手形証文 1通 江戸時代 29.4㎝× 36.8㎝
26 文政五年乳母奉公人請状 1通 江戸時代 24.7㎝× 34.7㎝
27 文化九年遊女奉公差入状 1通 江戸時代 27.3㎝× 55.4㎝
28 嘉永三年宗門往来手形 1幀 江戸時代 30.4㎝× 45.7㎝
29 宗門改関係文書 37通 江戸時代 ―
30 証文・請状 50通 江戸時代 ―
31 非人顛狂病死引導法 2紙 江戸時代 29.0㎝× 41.3㎝
32 西国三十三所巡礼来由 1紙 江戸時代 35.5㎝× 47.8㎝
33 龍泉寺牛玉宝印 1紙 江戸時代 30.3㎝× 32.8㎝
34 熊野牛玉宝印 3紙 江戸時代 20.6㎝× 27.1㎝他
35 多賀大社牛玉宝印 4紙 江戸時代 16.7㎝× 12.0㎝他

表 3　歴史資料一覧
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4　住吉踊図

7　青岸渡寺牛図

10　天音山道成寺来由

2　田楽図

6　西宮太神宮恵比須大黒図

9　熊野本宮湯峰薬王山

1　恵比須大黒図絵馬

5　住吉神社御田植神事行列之図

8　紀州湯峰温泉図
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14　イカット

17　芭蕉布着物

24　越前吉崎西念寺嫁威肉附之面由来

12　鬼面瓦

16　懐刀　銘昌房

22　泉州信太白狐伝

11　石造獅子頭部

15　刀　銘兼行

21　西国巡礼歌要解
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28　嘉永三年宗門往来手形

31　非人顛狂病死引導法

34　熊野牛玉宝印

26　文政五年乳母奉公人請状

30　証文・請状

33　龍泉寺牛玉宝印

25　安政二年送手形証文

29　宗門改関係文書

32　西国三十三所巡礼来由




